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’９１
７

月

▲壅量級で見事優勝した高檎竜也君（県北中３年）

▲念願の杤優勝を果たした県北中柔道部（圃体の部）

６月11 ・ 12[|の 両日、

伊達支部中体連総合体育

人会が 各町 を会場 に開催

され 、各穐11に熱 戦かく

り広げられ ました。

松陽 中武道場 で行われ

た柔道は 、各校と も持て

る力 を十分に 発揮 し、好

試 合を展開。順 調に勝ち

進ん だ県北中は 決勝 戦で

霊山中 と対 戦、見事優肪

しました。



森江野小

改築工事始まる

～来年２月に完成～

森
江
野
小
乍
皎
々
舎
及
び
森
汪
野

幼
稚
園
々
舎
の
改
築
工
串
が
、
覈
年

二
月
の
完
成
を
日
指
し
て
い
よ
い
よ

着
工
。
六
月
二
１
七
日
、
安
全
訴
頤

祭
か
行
わ
れ
ま
し
た
。

訴
願
祭
に
は
冨
永
武
夫
町
長
、
仲

野
周
一
町
議
会
讌
長
は
じ
め
、
幸
校

関
係
者
、
工
事
関
係
者
な
ど
約
七
十

人
が
出
席
。
く
わ
入
れ
の
儀
の
あ
と
、

各
代

麦
者

が
次

々
と
Ｋ
ぐ

し

を
さ

さ

げ
、
工

事

の
安

全
と
1
.
1
1
1
1

剛
完

成
仝

听

願
し

ま
し

た
。

新

咬
舎

は
、

総
工

費
約

仔
位

。。一ｒ

万
円

を

か
け
て

っ
く

ら
れ
、

鉄
筋
コ

ン

ク
リ

ー
ト
ニ

陪
迎
て

、

延

べ
味

而

朋

約
二
千

五
ｆ日
八
卜

六
眼

力
ご
、

屋

柤

は
陶

器
か
わ

ら

ぶ
き
。

矜
汕
教

室

六

室
の

ほ
か

、
図

．Ｌ
室

、

理
科
窄

。

家

庭
科
室

を

は
じ

め
、
一

陪

に
は
や

皎

児
康

か
会
食

で
き

る
食

堂
、

各
階

に
多
目

的
ホ

ー
ル

が
設
け

ら
れ

ま
す
。

▲森江野小学枚

▲完成予想図 Ａ力強くくわ入れするＸ永町長

美
し
い
川
に

河
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

ご協力ありがとう

ございました

・ 参 加 人 員………2  7  2  0 人

●ゴミ収集 鑞………　9  . 5 t

・土木建設業協会より

ダンプ協力………　２７台

(１４業者3

河

川

ク
リ

ー
ン
ア

。
プ
作

戦
か

む

月

じ
口
、
ｔ

町

１１
４

に
行

わ
れ
、
各

地
Ｋ

の
杵

さ
ん

約

。．ｒ

匕

。白
人
か
ち

加
し

、
町
内

を
流

れ

る
滝
川

・
ｔ

沢

川
・

苔
祓
川

を

は
じ

め
各
河

川
と
そ

の
支
流

で
柚

掃
作
業

を

し
ま

し
た
。

当

卜
は
、
河

川

敷
な

ど
に
投

唹
さ

れ
た
令

き
簡

、
廃

ビ
ニ

ー
ル
、

廃
吋
、

祇

く
ず

な
ど

の

ゴ
ミ
の

回
収
や

雑
木

伐
採

、
草

刈

り
を
行

い
ま

し
た

。

ま

た
、
ゴ
ミ

の
搬

出

に
は
、
町
内

の

建
設
業

き
の

皆
さ

ん
の
積

極
的

な

応
扱

を

い
た
だ

き
ま

し

た
。

水

は
生

命
の
源

、
そ

し
て

水
は
貴

爪

な
資
源

で
す

、
現
在

は
、

ほ

と
ん

ど

の
巾
町
村

が
河

川
水

を
水

道
川
水

に
利

川
し

て

い
ま
す

。
こ

れ
か
ら
し

。

常
に
河

川
の

浄
化

に
心

が
け
、

魚
の

住

め
る
、

ホ
タ
ル

の
吸

び
交
う
ｔ
、し

い
川
に
し
た
い
も
の
で
す
．

▲大勢の参加をいただきました（牛沢川）

をみ休夏

うそご過くし楽

子
ど
ら

た
ち
に
と
っ
て
楽
し

い
夏

休
み
か
む
う
す
ぐ
始
ま
り
ま
す
。
海

に
山
に
子
ど
し
た
ち
の
歓
声
が
あ
ふ

れ
る
令
節
で
す
。

矼
休
み
中
は
、
ｆ
ど
も
は
た
い
て

い
親
の
身
近
か
な
と
こ
ろ
に
い
ま
す
。

親
に
と
っ
て
、
成
長
し
っ
っ
あ
る
7
.

ど
も
の
姿
を
知
る
い
い
機
会
で
す
。

そ
ん
な
姿
を
見
つ
め
な
が
ら
、
家
族

み
ん
な
で
及
休
み
の
計
画
を
た
て
。

楽
し
い
思

い
出
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
。
こ
の
時
期
は
、
夏
の
解
放

感
か
ら
く
る
交
通
事
故
、
水
の
事
故
、

拓
火
の
事
故
か
多
く
な
り
ま
す
。
豪

し
い
．Ｑ
を
過
ご
す
た
め
に
、
家
庭
・

地
城
か

。
体
と
な
り
、
こ
れ
ら
の
事

故
を
防
ぐ
た
め
皆
さ
ん
で
協
力
し
ま

子
ど
も

た
ち

を

健
や
か
に
育
て
る
た
め
に

子
ど
し
は
、
親
か
ら
の
し
つ
け
に

よ
『

て
家
庭
や
吐
会
の
き
ま
り
を
身

に
つ
け
、
成
長
し
て

い
く
も
の
で
す

ｆ
ど
む
た
ち
を
継
や
か
に
育
て
る

た
め
に
、
家
庭
の
し
つ
け
を
し
う
一

度
・見
直
し
て
み
ま
し

よ
．ｌ

し
つ
け
の
大
事
な

５
つ
の
ポ
イ
ン
ト

１

親

が
ま
ず

手
本

を
示
し

ま
し

．ｒ
つ
’

２

父

親
と
ほ

親
の
し

っ
け

方
は

一
致

さ
せ

ま
し

ょ
・
１
．

３

か
ま

人
す

る
こ

と
や
社
会

の
き

ま

り
を

守

る
こ
と

を
教
え

ま
し

ょ
う
。

４

感

佶
的
な

し
か

り
方
を

し
な

い
よ

う

に
し
ま

し

ょ
う

。

５

子

ど
し
の
良

い
と
こ
ろ

ほ
ど
λ

ど

ん

ほ

め
て

あ
げ
ま

し

‘・
う

。

国
見
町
青
少
年
育
成
町
民
会
駿



火
の
守
り
の
誓
い
新
た

消
防
団
定
期
点
検

六
月
二
十
三
日
、
町
消
防
団
の
定

期
点
検
か
藤
田
小
学
校
体
宵
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

午
前
九
時
に
藤
田
市
街
地
に
整
列

し
た
団
輿
を
観
閲
。
そ
の
後
、
藤
田

小
体
育
館
で
通
常
点
検
、
規
律
訓
練

が
行
わ
れ
、
消
防
団
貝
の
き
び
き
ぴ

し
た
行
動
で
、
火
の
守
り
の
誓
い
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

「
団
員
皆
さ
ん
の
旺
盛
な
士
気
と

規
律
あ
る
訓
練
の
成
果
か
十
分
に
発

揮
さ
れ
、
誠
に
力
強
く
、
消
防
団
に

対
す
る
信
頼
の
度
を
一
層
深
め
ま
し

た
」
と
冨
永
町
畏
か
ら
講
評
か
あ
り
、

続
い
て
阿
部
恒
夫
団
長
か
ら
「
当
町

の
消
防
施
般
、
設
備
は
年
々
充
実
さ

れ
、
こ
れ
ら
の
維
持
管
理
に
は
万
全

を
期
し
、
有
事
の
際
に
は
十
分
な
効

果
か
得
ら
れ
る
よ
う
に
』
と
訓
示
か

あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
表
彰
並
び
に
表
彰
伝
達
か

行
わ
れ
、
第
三
分
団
長
の
近
野
宿
多

さ
ん
。
第
四
分
団
長
の
斎
藤
栄
司
さ

ん
ら
に
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
一
般
喪
彰
者
と

し
て
、
消
防
施
設
充
実
の
た
め
に
無

償
で
土
地
を
提
供
し
て
く
だ
さ
り
た

小
野
光
一
さ
ん
、
岩
城
正
義
さ
ん
、

仲
野
周
美
さ
ん
に
感
謝
状
が
授
与
さ

れ
ま
し

た
。

（

敬

称

略

）

▲町長の点検を受ける団員の皆さん

■
消
防
庁
長
官
表
彰

〇
永
年
勤
続
功
労
覃

近

野

富

多

斎

ａ

栄

川

■

福
鳥
県
知
事
表
彰

○
精

勤

覃

佑

藤

忠

処

■
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

Ｏ
天
皇
陛
下
御
即
位
記

念
特
別
表
彰

阿

部

恒

夫

佐

藤

輿
久
男

Ｏ
功

績

率

佐

藤

忠

美

〇
睹

絹

章

林
　
　

初

男

〇
勤

続

叺

大

津

利

勝

佐

藤

正

明

佐

藤

忠

笑

羽

根

芦

隆

商

鴣

忠
　
一

岩

城

爪

大

一

県
消
防
協
会
長
表
彰

○
功

績

章

近

野

富

多

○
柚

助

覃

Ｍ

野
　
　

巌

菊

地

孝
　
．

０
勤

続

な

井

砂

坪

栄

八

島

敏

雄

占

Ⅲ

春

夫

佐

藤

洋
　
一

岩

城

叺

ｔ（

鈴

木
　
一
　
屶

本

川

林
一
郎

〇
退
職
団
Ｕ

感
謝
状

村

上

公

月

小

林

尢

雄

佐

野
　
　

守

佐

蘓

松

男

佐

藤

正

巳

阿

部

啓

ｆ

瀬

戸
　
　

幸

圃
伊
達
支
部
長
表
彰

Ｏ
功

練

な

朽

木

勝

之

菊

地

孝
　
一

〇
納

勤

覃

徳

‐ぼ

紳

典

佐

藤

む

男

佐

藤

晴

雌

高

橋
　
　

孝

佐

藤

ｆ
’‘

明

佐

藤
　
二
三
夫

高

橘

成

正

鈴

木

次

男

長
谷
川

敏

朗

■
町
長
・
団
長
連
名
感
謝
状

〇
永
年
勤
続
退
職
団
貝
感
謝
状

松

川

平

治

佐
久
間

永

郎

鴨

Ⅲ
　
　

茂

片
久
川
　
　

衛

岩

城

車

夫

徳

江

正

美

佐

藤

正

康

■
国
見
町
消
防
団
長
表
彰

○
優
良
団
口
表
彰

人

内
　
一
　
郎

師

戸

正
　
明

徳

江

肖
市
郎

鈴

木

節

朗

■

町
長
一
般
人
感
謝
状

小

野

光
　
一

仲

野

洲

笑

耕

城

正

義

阿
武
隈
川
の

防
御
対
象
氾
濫

は

ん

ら

ん

区
域
図

こ
の
た
び
、
建
設
省
に
よ

う
て
、

阿
武
隈
川
上
流
の
『
直
轄
河
川
防
御

対
象
氾
濫
区
城
図
』
か
作
成
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
区
域
図
は
、
国
（
建
般

省
）
が
管
理
し
て
い
る
大
河
川
の
堤

防
な
ど
に
よ
っ
て
決
水
の
氾
濫
か
ら

守
ら
れ
る
べ
き
氾
濫
区
城
に
つ
い
て
、

そ
の
範
囲
と
区
城
内
の
地
盤
高
の
状

況
を
次
の
よ
う
な
形
で
図
示
し
た
も

の
で
す
。

①

氾

濫
区

域
の

範
囲
．

一

河

川
か

ら
の

洪
水
氾

濫
に
よ

っ

弍

洪
水

時

に
浸
水

す
る
潜

在
的
可

能
性
一

方
あ

る
沖
禎

平

舛
な

ど
の
区
域

。
Ｊ

水
時

の
河

川
の
水

位
（
計

画
高

水
位
ｔ

ぎ

り
低

い
沿
川

の
地
城
等

が
浸

水
だ

９゙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｀

４

と
仮
定

し
て

図
示
し

て
い
ま
す

。
卜

‘②

氾

濫
区
域
の

地
盤

高
の
状
況

匹

洪

水
氾

濫
時

の
浸
水

状
況
を

推
し
Ｉ

脈

る
一
助

と
し

て
、
洪
水

時

の
河
川

祚

水

位

（
計
画

商
水
位

）
と
地

盤
眞

一
。の

差
を
、

５
μ

以
上

の
ぼ
］域
、

２
皿

’以

上
５
Ｕ
未

満

の
区
域

、
２
Ｕ

未
満

・’の
区

域
の

３
区

域
に
色

分
け
し

て
表

ボ

し

て

い
ま
す

。
゛
　

Ｆ
ｌ
ｉ

町

唇

当
町
の
区
域
で
は
、
約
４
平
方
、ａ

‥
い
の
区
域
か
阿
武
隈
川
上
流
防
御
対

象
氾
濫
区
域
に
入
り
て
い
ま
す
。

涜
城
の
住
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
洪

水
か
ら
氾
濫
区
城
を
守
る
治
水
対
策
、

堤
防
の
役
割
の
重
要
性
に
つ
い
て

ご

理
解
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
土
地
利

用
計
画
や
建
築
計
画
の
作
成
、
洪
水

時
の
水
防
活
動
や
避
難
対
策
な
ど
の

参
考
に
広
く
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て

い
ま
す
。

区
城
図
を
ご
希
望
の
方
は
、
次
の

所
で
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

●
建
般
省
柵
鳥
工
事
事
務
所
飼
査
第

一
課

辱
ｓ

福
鳥
市
黒
岩
宇
榎
平
3
6

魯
哺
４
３
３
１

・
建
般
省
伏
黒
出
張
所

唇
勁
－

一

伊
連
町
伏
黒
下
大
川
5
7
　

韲
D
3
2
3
3

一
建
設
省
郡
山
出
張
所

辱
知
郡
山
市
福
山
町
福
原
宰
陣
場

5
7

ｓ
0
2
4
9
a
3
5
5
1

●（
財
）
河
川
情
報
セ
ン
タ
ー
仙
台
セ

ン
タ
ー

昌
’
沺

仙
台
市
青
葉
ほ
上
杉

―
‐
1
6
　

雲
０
２
２
（
２
６
８
）
７
４
７
１

・
国
見
町
役
場
建
般
課

ま
た
、
郵
送
ご
希
望
の
方
は
、
河

川
情
報
セ
ン
タ
ー
に
「
阿
武
隈
川
上

流
氾
濫
防
御
必
要
区
城
図
希
望
い
と

明
記
し
て
申
し
込
め
ば
、
希
望
の
河

川
の
も
の
を
送
付
し
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
際
、
返
信
用
と
し
て
1
7
5
円
分

（
区
城
図
か
一
郎
の
場
合
）
の
切
手

を
必
ず
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

公表



小
林
住
宅
団
地

完
　

売

町
で
は
、
恵
ま
れ
た
居
住
環
境
を

廉
価
で
提
供
し
、
人
口
流
入
．
定
住

化
を
推
進
す
る
『
ふ
る
さ
と
マ
イ
ホ

ー
ム
事
業
』
と
し
て
小
林
住
宅
団
地

を
造
成
．
分
譲
申
し
込
み
受
け
付
け

を
し
た
と
こ
ろ
、
好
評
の
う
ち
に
分

讓
4
3区
両
は
．
す
べ
て
完
売
し
ま
し

た
．分

譲
に
あ
た
り
、
申
し
込
み
さ
れ

た
方
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
、

集
約
し
た
と
こ
ろ
、
分
譲
地
を
新
聞

折
込
チ
ラ

シ
及
び
親
頭
の
紹
介
で
知

り
た
方
が
約
６
割
に
．
申
し
込
み
の

理
由
と
し
て
は
家
族
の
出
身
地
及
び

交
通
の
利
便
性
、
分
旗
地
周
辺
の
環

境
を
挙
げ
た
方
か
約
７
割
に
達
し
ま

し
た
．
町
に
対
し
て
は
、
環
境
及
び

恵
ま
れ
た
立
地
条
件
を
生
か
し
て
、

今
後
も
宅
地
分
譲
を
推
進
し
て
欲
し

い
旨
の
要
望
か
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
．

町
で
は
平
成
二
年
度
事
業
と
し
て

現
在
、
板
橋
地
区
に
2
0区
肉
前
後
の

分
訳
団
地
造
成
を
進
め
、
町
の
活
性

化
、
地
域
住
民
の
福
祉
向
上
を
目
的

に
、
来
春
の
分
譲
闘
始
を
目
指
し
て

積
極
的
に
収
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

曳
地
善
作
さ
ん
に

厚
生
大
臣
特
別
表
彰

長
い
間
、
民
生
委
貝
と
し
て
地
域

杜
会
の
福
祉
の
増
進
に
活
躍
さ
れ
て

い
る
曳
地
笞
作
さ
ん
（
藤
田
字
南
4
5

の
５
、
7
3巌
）
か
こ
の
た
び
、
そ
の

功
績
か
認
め
ら
れ
栄
え
あ
る
厚
生
大

臣
特
別
表
彰
を
受
賞
．
去
る
六
月
十

日
、
役
場
で
開
か
れ
た
民
生
委
貝
定

例
協
議
会
の
席
上
、
冨
永
町
長
か
・
ｈ

曳
地
さ
ん
に
表
彰
状
か
伝
達
さ
れ
ま

し
た
．

曳
地
さ
ん
は
、
昭
和
四
卜
年
ト
ニ

月
、
民
生
・
児
童
委
員
を
拝
命
以
来
、

二
十
五
年
七
か
月
の
長
い
間
、
地
域

の
保
護
家
庭
の
自
立
更
生
指
導
．
母

子
・
父
子
家
庭
、
ひ
と
り
暮
ら
し
・

寝
た
き
り
お
午
寄
り
の
援
護
慰
問
指

導
な
ど
、
吏
に
は
、
心
配

ご
と
相
談
．

児
童
の
非
行
防
止
等
、
福
祉
の
増
進

の
た
め
卜
夜
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
五
十
£
年
の
亅
二
月

か
ら
は
、
民
生
委
員
総
務
・
吐
協
剛

会
妊
と
し
て
、
さ
ら
に
充
実
し
た
杜

会
柵
祉
の
伸
展
の
た
め
活
躍
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

県
北
中
学
校

中
体
連
で
健
闘
！

平
成
３
年
度
の
中
体
迪
の
各
種
大

会
は
、
５
月
3
0卩
の
伊
達
支
部
陸
上

竸
技
大
会
を
皮
切
り
に
、
伊
達
支
部

総
合
体
育
大
会
、
伊
達
支
部
水
泳
大

会
が
実
施
さ
れ
、
各
種
目
に
熱
戦
か

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

県
北
中
学
校
の
各
種
競
技
代
表
選

手
は
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
十
分

に
発
揮
し
健
闘
し
ま
し
た
。

●厳正に行われた抽選会

▲曵地さん

伊達支部水泳大会(6/20) 伊達支部陸上鮫技大会(5/30)

橦　　　 Ｈ �順位 �氏　 名

28  M 背泳 男 �３ �徳江　 淳史

400 自由　女 �３ �志村　有希

88  M 自由　女 �２ �志村　舟希

100M 背泳　女 �１ �平野　綾子

�３ �高橋ひとみ

28  M 背泳　女 �２ �平野 綾子

200M 。レさ女 �１ �石澤　 輿理

48 M　 々 �１ �石澤　 輿理
| 48M ら ﾄ ･ ﾚ二女 �１ �県 北 中

槽　　　 月 �噸位 �氏　 名

１￥100M　 男 �｜ �渡辺　1?範

２年100  M　男 �１ �黒田　事範

１年58M 男 �３ �大沼　哲也

低掌年リレー男 �】 �県 北 中

２年18M　 女 �２ �高原のぞみ
共通28  M　 女 �３ �高原のぞみ

共通IOOMH 女 �３ �八鳥由貴子

走　高　跳　女 �３ �安田　幸恵

睹　丸 投　 女 �２ �佐蕗 祐子

伊達支部総合体育大会(6/11～6/12)

◇団　 休 ◇個　 人

1･　　　H �順位

軟式庭球（男） �２

柔　　　　 逸 �１
剣　　 道（男） �１
パスケ･zトボーjﾚ�３

持　　　II �順位 �氏　　 ｇ

･:i球(男 ダブルス)�３ �人関・鈴木組
剣道 冂 年 外） �３ �鈴 木1? 史

５（３年 男） �３ �瀬 戸 裕 一こ
柔道（軽 眦々破） �３ �肅　 龍 宏

ゃ（軽 眦破） �３ �ｔ 沢　 陥

４（軽中眦級｝ �ｌ �本 Ⅲ 太 郎
吩　　 今 �３ �安 積 裕 也
４（中 址 級） �２ �心 橈　 ７
々（重 Ｍ 級） �１ �鳥 檎 磑 也

８

月
は
道
路
を
ま

も
る

月
間

退
は
人
と
と
も
に
伸
び

生
恬
と
と
も
に
ま
わ
っ
て
き
た

８
月
1
0日
は
「
道
の
日
」
、
そ
し

て
８
月
は
『
道
路
を
ま
も
る
月
間
』

で
す
。
毎
日
通
る
道
の
過
去
、
現
在
、

未
来
を
、
家
族
で
話
し
合
っ
て
み
る

の
も
い
い
で
し
ょ
う
。

▼
情
報
や
技
術

思
想
な
ど
も
通
る
重
要
な
役
割

道
は
、
古
く
か
ら
人
類
に
と

り
て
、

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

な
か
で
も
、
世
界
の
歴
史
に
代
表
さ

れ
る
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
（
絹
の
道
）
は
、

東
洋
と
西
洋
の
人
・
物
・
文
化
か
行

き
交
っ
た
ば
か
り
で
な
く
。
情
報
や

技
術
、
思
想
や
伝
統
か
、
こ
の
道
を

通
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
新

し
い
文
化
も
誕
生
し
た
の
で
す
。

日
本
に
も
、
こ
の
よ
う
な
道
か
あ

り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
、
参
勤
交
代

の
た
め
に
っ
く
ら
れ
た
東
海
道
。
中

仙
道
、
日
光
听
道
、
甲
州
街
道
。
奥

州
街
通
の
五
街
道
で
す
。
こ
う
し
た

道
を
通
り
、
江
戸
の
物
や
文
化
か
上

方
に
。
上
方
の
物
や
文
化
か
江
戸
に

伝
わ
っ
た
の
で
す
。
現
在
、
国
道
何

兮
と
呼
ば
れ
て
い
る
Ｈ
本
の
幹
線
道

路
の
基
礎
は
、
こ
れ
ら
の
道
を
整
備

し
た
も
の
で
す
。

▼
安
心
し
て
気
持
ち
よ
く

歩
け
る
道
づ
く
り
が
進
行
中

一
方
、
道
は
気
軽
に
散
歩

。
立
ち

話
か
で
き
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

い
ま
、
国
は
こ
の
空
間
に
ゆ
と
り
を

も
た
せ
。
楽
し
め
る
場
所
に
し
よ
う

と
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
道
路
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
・

歩
道
を
広
く
し
た
り
、
花
や
緑
を
植

え
た
り
す
る
ほ
か
、
車
両
の
乗
り
λ

れ
を
お
さ
え
る
な
ど
、
人
が
安
心
Ｌ

て
、
気
持
ち
よ
く
歩
け
る
こ
と
を
考

え
た
道
づ
く
り
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
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貝　田　宿

菊　池　利　雄

奥
州
街
道
の
宿
駅
で
あ
る
、
貝
田

宿
の
置
か
れ
た
時
期
は
明
ら
か
で
な

い
が
、
伝
え
に
よ
れ
ば
天
正
年
間
。

こ

五
七
三
－

九
一
）
伊
達
政
宗
が

藤
田
宿
と
越
河
宿
と
の
距
離
か
離
れ

過
ぎ
、
こ
の
間
に
は
国
見
峠
の
険
阻

な
坂
道
か
あ
る
な
ど
、
軍
事
・
交
通

上
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
た
の
で
、
梁

川
道
か
分
岐
す
る
こ
の
地
に
、
近
在

の
民
家
を
移
し
伝
馬
役
を
課
し
て
間

ノ
宿
と
し
。
発
足
を
み
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。

し
か
し
、
貝
田
宿
が
宿
町
と
し
て

本
格
的
な
整
備
を
み
る
の
は
、
江
戸

幕
府
の
成
立
後
幕
藩
体
制
を
維
持
す

る
た
め
に
と
ら
れ
た
、
諸
大
名
に
対

す
る
参
動
交
代
、
幕
府
や
藩
の
公
用

で
旅
行
す
る
諸
役
人
や
、
荷
物
の
搬

送
に
便
宜
を
提
供
す
る
、
伝
馬
制
度

の
充
実
を
み
た
上
杉
藩
饋
の
時
代
で
、

慶
長
年
間
（
一
五
九
六
－

一
六
一
円
）

に
は
貝
田
宿
に
検
断
か
お
か
れ
、
仙

台
瀋
領
と
の
境
目
で
あ
る
た
め
目
留

番
所
が
置
か
れ
て
い
た
。

近
世
の
貝
田
宿
か
ど
の
よ
う
な
飛

観
を
呈
し
て

い
た
の
か
、
時
期
に
よ

っ
て
し
異
な
る
か
、
こ
こ
で
は
元
禄

十
一
乍
（
一
六
九
八
）
の
「
伊
連
郡

貝
田
村
絵
図
」
に
よ
っ
て
、
１
時
の

町
並
み
の
様
相
を
み
て
み
よ
う
。

宿
町
は
、
西
部
山
地
よ
り
流
れ
だ

す
咾
上
沢
川
を
挾
ん
で
、
そ
の
両
側

に
位
置
し
町
の
長
さ
は
約
四
丁
（
四

四
〇
に
）。
三
ツ
石
を
宿
町
の
人
口
と

し
街
道
を
北
東
に
向
か
え
ば
、
梁
川

道
が
分
岐
し
そ
の
左
側
の
一
段
高
い

屋
敷
が
、
名
友
伊
左
工
門
宅
で
こ
の

宿
の
問
屋
を
兼
ね
て

い
た
。
咾
上
沢

川
に
架
か
る
風
呂
沢
橋
の
手
前
左
側

に
は
、
検
断
屋
敷
宇
左
工
門
宅
《
得

利
屋
）
か
あ
り
、
そ
の
前
は
高
札
場

と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
よ
り
一
丁
程

行
け
ば
道
は
左
に
折
れ
、
緩

い
坂
道

を
登
れ
ば
。
口
留
番
所
岡
田
家
の
前

に
至
り
、
突
き
当
た
り
か
こ
の
村
の

菩
提
寺
で
あ
る
最
禅
寺
で
、
こ
こ
か

宿
町
の
町
尻
を
な
し
番
研
の
土
居
か

構
え
ら
れ
て
い
た
。
街
道
は
こ
こ
で

向
き
を
北
東
に
変
え
仙
台
滞
領
と
の

大
境
に
達
す
る
。

こ
の
宿
町
は
、
典
型
的
な
街
村
集

落
で
街
適
を
挾
ん
で
、
そ
の
両
側
に

短
冊
形
の
屋
敷
割
り
が
な
さ
れ
て
お

り
、
町
の
入
口
と
町
尻
の
比
高
差
が

大

き

い
た

め
に
、

屋
敷
地

は
石

垣
に

よ

っ
て
整

然

と
し

た
階
段
状

に
区

分

か
な
さ

れ
て

お

り
、
明
治

十
七
年

の

『
只

田
村

地

籍
図

』
か

ら
読
み

と
れ

る
屋
敷

割
は

、
町

の
上
側

ら
ド
側

も

同

じ
Ｉ・
。十
一

区
叫

と
な

っ
て

い
る
。

ま

た
宝

暦
十

一
年

（
一
し
六

こ

に
お
け

る
こ

の
村

の
戸
数

は
五
ト

ニ

戸

。
人

川
は

二
八

一
人
、
伝

馬
役

と

し
て

宿

に
常
備

を

鍵
務

づ
け
ら

れ
て

い
た
馬

は
卜
六

匹

と
あ
り

。
ほ

と
人

ど
の
人

々
は
宿

町
住

ま

い
で

仕
居

は

か

や

ぷ
き

屋
根

、

宿
町
の
外

廻

り
は

松
林

と
な

っ
て

い
た
。

検

断
屋

敷
の

加
は
佐

野

服
で
、

こ

の

宿
の
本

陣
屋

敷
で

あ
り
、
大

名

や

幕
府

役
人

等
の

休
息
所

や
宿
所

と

さ

れ
て

い
た

。

］
方
、

宿
町

は
庶
民

に

と

っ
て
の

行
楽

地
や
寺

杜
参

り
等
長

旅
の

宿
泊
地

、
商

品
荷

物
の
継

立
場

と
し
て

も

に
ぎ

わ

い
、

角
屋

・
古

野

屋
な

ど
の
旅

籠

屋
。
銭

鴻
屋

。
納
一
旦

屋
な

ど
、
今

も

っ
て
宿

町
時
代

の
屋

号
を
む

つ
家

が
多

く
残

さ
れ
て

い
る

。

こ

の
よ
う

に

に
ぎ
わ

い
を
呈

し

た

貝
Ⅲ

宿
も
、
幕

藩

体
制

の
川

壊

に
伴

う
参
勤

交
代

の
廃

止
や
、

明
治

二
十

年

の
束

北
線

の
開

油
に
よ

る
宿
泊

者

の
激

減
か

ら
、

宿
町

と
し
て

の
歴
史

的
な
使

命
を
終

え
、

農
村

と
し

て
再

生
の

道
を
歩
む

こ

と
に
な

る

。

（
参

考
文
献

》

「
国

見
町

史

‘『
上
杉

文
書

』『
貝

田
村

絵
図

』一
只
ｍ

村

地
筋
図

‘

各
課
紹
介
　
1
2

総

務

課

ｊ
は
い
、
こ
ち
ら
は
国
見
町
役
場

で
す
Ｊ

と
、
電
話
の
応
対
か
ら
総
務

課
の
一
日
か
は
じ
ま
り
ま
す
。

総
務
課
に
は
、
庶
務
・
財
政
・
文

卉
の
三
つ
の
係
が
あ
り
ま
す
か
、
今

回
は
、
簡
単
に
各
係
の
仕
事
を

ご
紹

介
し
ま
す
。

◇
庶
務
係
｛
六
名
｝

こ
こ
で
は
．
『
町
民
と
役
場
の
窓

口
』
と
し
て
の
仕
事
と
、
『
町
職
員

の
人
事
、
紀
古
用
務
』
と
言
う
、
二

っ
の
仕
事
を
行
っ
て
い
ま
す
．

『
役
場
の
窓
口
』
と
し
て
は
、
電

話
の
取
り
次
ぎ
や
各
課
と
の
連
絡
調

整
、
ま
た
、
民
主
々
義
の
根
幹
で
あ

り
ま
す
選
挙
に
閹
す
る
仕
事
や
．
住

民
の
安
全
を
守
る
た
め
の
消
防
、
防

災
に
関
す
る
事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
財
政
係
（
二
名
）

こ
こ
で
は
、
町
の
予
算
、
決
算
、

財
政
に
関
す
る
事
務
を
取
り
扱
っ
て

お
り
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
税
金
か

有
効
に
活
か
さ
れ
る
よ
う
、
ま
た
、

効
率
的
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
ま

す
。ほ

か
に
、
公
園
の
管
理
、
町
介
財

産
の
取
得
。
処
分
等
町
有
財
産
の
管

理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
文
書
係
（
二
名
）

こ
こ
で
は
、
大
切
な
公
文
書
の
収

受
、
発
送
、
文
書
瞥
理
を
行
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
町
内
会
と
の
窓
口
と
し
て
、

町
民
の
み
な
き
ん
へ
の
お
知
ら
せ
、

か
い
ら
ん
等
も
町
内
会
畏
さ
ん
を
通

じ
て
、
お
願

い
し
て

い
ま
す
。
今
後

と
も
お
世
話
に
な
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

職 員 紹 介

総務課長(Ｓ内線 2  )
大波　健

庶務係(岬l線121 ・ 123 ・ 128)
佐慶則雄・松田きよμ:・菊地弘美丿
大津香縊・松浦英夫・斎藤隆義

財政係(韲内紬貶 4 )
吉田俊江・菅野琲朗

文書係(壼内縁ｰ 27 )
吾妻正子・国分次雌



戦
没
者
の
遺
族
の

皆
さ
ん
へ

戦
没
者
等
の
遺
族
（
較
没
蓍
な
ど

の
死
亡
当
時
に
三
親
等
内
の
観
族
で

あ
っ
た
方
）
で
、
一
定
の
要
件
を
満

た
す
方
に
特
別
弔
慰
金
（
額
面
1
8万

円
の
国
債
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
．

①
昭
和
6
0年
４
月
１
日
か
ら
平
成
元

年
３
月
3
1日
ま
で
の
間
に
、
公
務

扶
助
料
、
遺
族
年
金
な
ど
の
受
給

権
者
が
遺
族
内
に
い
な
く
な
っ
た

方
．

②
昭
和
6
0年
４
月
２
日
か
ら
平
成
元

年
４
月
１
日
ま
で
の
間
に
、
戦
傷

病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ

る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た

方
．

０

た
だ
し
、
い
ま
ま
で
に
特
別
弔
慰

金
の
支
給
の
対
象
に
な
っ
た
方
に
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
．

平
成
４
年
６
月
2
7日
ま
で
に
舗
求

し
な
い
と
き
は
時
効
に
よ
り
受
給
で

き
な
く
な
り
ま
す
．

一

手
続
き
・
問
い
合
わ
せ

住
民
福
祉
課
福
祉
係

霖
S
2
1
1
1
　

内
線
１
３
４

作
品

募

集

第
4
1
川

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

県
で
は
統
計
思
想
の
普
及
向
上
を

図
る
た
め
、
十
月
十
八
日
の
『
統
計

の
日
』
に
向
け
て
、
小
学
生
・
中
学

生
・
高
校
生
・
大
学
生
及
び
一
般
県

民
を
対
象
に
、
統
計
グ
ラ
フ
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
衂
・
て
ご
応
葬
く
だ

さ
い
。

◆
応
募
要
領

１
資
　
格

第
１
部
…
小
学
校
３
年
生
以
下

第
２
部
…
小
学
校
４
～
６
年
生

第
３
郎
‘‐
‘中
学
生

第
４
部
・
：
高
校
生
及
び
大
学
生

第
５
部
：
△

般

２
内
　
容

課
題
は
各
部
と
も
自
由
。
た
だ
し
、

第
１
部
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
児

童
か
観
察
し
た
結
果
を
グ
ラ
フ
に

し
た
も
の
と
す
る
。

３
規
　
格

紙 賢

色 彩 �
大 き さ

各
部
と
も
自
由
と
す
る
が
、

裏
面
板
張
り
や
表
面
の
セ
ロ

（

ン
カ
バ
ー
は
不
可
。

� 第
１
～
３
部
：
・
Ｂ
２
判

第
４
・
５
部
・
：
Ｂ
Ｉ
判

４
そ
の
他

一
人
で
何
点
応
募
し
て
も
よ
い
か
、

２
枚
以
上
に
わ
た
る
『
シ
リ
ー
ズ

も
の
』
は
認
め
な
い
．

▼
締
め
切
り
・：
９
月
５
日
必
着

▼
発
　
表
・
：
９
月
ド
旬

－

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

辱
知
　
福
鳥
市
杉
妻
町
２
－
1
6

福
鳥
県
企
画
調
整
郎
統
計
調
査
課

雲
仙
1
1
1
1

内
線
2
5
5
7

税
務
署
の
窓
口
が

変
わ
り
ま
し
た

じ
月
十
日
か
ら
福
鳥
税
務
署
の
窓

川
か
変
わ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
、『
所
得
税
は
所
得
税

郎
門
』『
泌
人
脱
は
法
人
税
・
源
泉
所

得
腕
部
門
』「
消
費
脱
な
ど
の
間
接
税

は
間
税
郎
鬥
」
と
い
う
よ
う
に
脱
目

別
に
窓
口
か
置
か
れ
て

い
ま
し
た
。

今
回
こ
れ
が
、『
偶
人
は
個
人
課
税

部
門
』『
法
人
は
法
人
課
税
部
門
』
と

い
う
よ
う
に
、
原
則
と
し
て
納
税
者

別
の
窓
口
に
変
わ
り
ま
す
。

こ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
は
同
じ
人

か
。
法
人
税
や
消
賢
税
に
つ
い
て
別

々
の
窓
口
に
行
か
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
か
、
こ
れ
か
ら
は
一
つ

の
窓
凵
で
す
む
よ
う
に
な
り
。
手
間

が
か
か
ら
ず

便
利
に
な
り
ま
し
た
。

申
請

や
相
談
の
主
な
窓

口

今
回
の
変
更
後
の
、
主
な
窓
口
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
納
税
証
明
書
を
も
ら
い
た
い
と
き

所
得
金
額
の
証
明
の
場
合
、
個
人

は
個
人
課
税
部
門
、
法
人
は
法
人
課

幔
部
門
と
な
り
ま
す
。
納
脱
額
の
証

明
の
場
合
は
。
個
人
、
法
人
と
も
に

管
理
・
徽
収
部
門
で
す
。

▼
納
付
書
を
も
ら
い
た
い
と
き

納
付
耆
用
紙
は
各
窓
口
に
備
え
つ

け
て
あ
り
ま
す
。

▼
佃
人
で
商
充
を
始
め
た
と
き

個
人
踝
蜆
部
門
に
ご
相
談
く
だ
さ

▼
消
費
税
に
つ
い
て
の
相
談
は

個
人
は
個
人
課
税
部
門
、
法
人
は

法
人
課
税
部
門
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
・

▼
源
泉
所
得
税
に
つ
い
て
の
相
破
は

個
人
、
法
人
と
も
に
、
法
人
課
税

部
門
（
源
泉
所
僻
咬
担
当
）
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
罵
納
な
ど
の
納
税
の
相
鮫
は

瞥
理
・
徴
収
郎
門
に
ご
相
鮫
く
だ

さ
い
．

な
お
、
税
に
間
す
る
相
鮫
窓
口
と

し
て
、
福
島
税
務
署
に
『
税
務
相
鮫

室
分
室
』
が
般
け
ら
れ
て
い
ま
す
．

忙
し
い
方
や
遠
隔
地
の
方
の
た
め
に

は
、
電
話
に
よ
る
相
談
「
テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス
」
も
行

り
て
い
ま
す
．
是

非
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
．

■
問
い
合
わ
せ

・
福
鳥
税
務
署

雷
叫
３
１
２
１

・
税
務
相
談
室
福
島
分
室

壼
ａ
4
8
1
1

７

月

今
月
の
納
税

（

納

期

限
・
‐
‐
７

月
3
1
日

）

固

定

資

産

税

（

第

二

期

）

ｻ ﾏ  ｰ ｼ ｬ  ﾝ ﾎ

市町村振興宝くじ
発売のお知らせ

平成３年度の市町村振興「サマージャンボ

宝く匕」か下記のとおり発売されます．

●宝くじの内容

１等…………………6. ０００万111

1 等の的後貫･-･……23  期 )万III

デラ･･クス・レジ４･一貫……7011万Ill
●予約 期聞

７月 日 ( 火）～８月6 11 （火）

●宝くじの収益金

市町村の災害対策と明るく化みよい街づく

り等に使われます．
●予約 申込 先

・予約劵による場合……宝くヒ兇場

・官製往復ハガキによる場合……
●１００　東京巾央郵便Ｍ留置

第一勧業鈿行 宝くヒ郎



作 品
募 集

小
・
中
・
高
校
生

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

子

ど
も

た
ち

が
自
分

た
ち
の
伎

ん

で

い
る

『
ま

ち
』
を

見

つ
め
直
し

、

子
ど
も

の
目

か
ら

見
た
身

近
か
な

「
自
然

」『
町

並
み
』『
祭
り

』『
郷
土

芸

能

』
な

ど
を

再
罷

見
し
、

そ
れ
ら

を

絵

画
で

表
現
す

る
こ

と
に
よ

り
．

ふ

る

さ
と

へ
の

袴
り
と
愛

着
を

持

り
て

も

ら
お
う

と

、
福
鳥

県
で

は
次
の
要

領
で

作

品
を
募

集
し
て

い
ま

す
．

◆
応
募
要
領

Ｉ
テ
ー
マ
…

『
ふ
る
さ
と
再
発
見
』

２
応
募
資
格

小
・
中
・
高
校
生

（

）
人
１
点
、
自
作
に
限
る
）

３
応
募
期
限
…
平
成
３
年
９
月
1
3日

４
提
出
先

通
学
し
て
い
る
学
校
で
作
品
を
取

り
ま
と
め
て
い
。ま
す

５
企
画
・
大
き
さ

画
材
。
色
は
自
由
。

4
5`
×
3
0
1か
ら
5
5`

Ｘ
４０

｀
。

６
応
募
上
の
注
意

作
品
の
裹
右
下
に
市
町
村
名
、
学

校
名
、
学
年
．
氏
名
（
ふ
り
が
な
｀

性
別
を
記
入
す
る
こ
と
．

７

免

表
・
；
1
0月
中
句

■
間
い
合
わ
せ

福
島
県
総
務
部
地
方
鑠
振
興
担
当

雲
仙
1
1
1
1

内
線
2
2
5
3

雲
仙
普
賢
岳

火

山

災

害

た
す
け
あ
い

６
月
３
日
に
発
生
し
た
、
長
崎
県
雲

仙
普
賢
岳

火
砕
流

に
よ
Ｉ

る
災
害
か
今
も
続

い
て
お
り
、
多
く

の
被
災
者

が
出
て
お
り
ま
・

す
。
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　

ｔ

国
見
町
で
も
、
災
害
た
す
け
あ
い
義
援

金
を
次
の
と
お
り
受

け
付
け
し
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。。

被
災
者
へ
の
あ
た
た
か

い
義
援

金
を
お
寄
せ

願

い
ま
す
。

心

◇
義
援
金
の
受
付
先

国
見
町
役
場
内

○
住
民
福
祉
課
福
祉
係

老
齢
福
祉
年
彖
を
受
け
と
っ
た
ら

岡
民
年
金
証
書
の

提
出
を
お
願
い
し
ま
す

八
月
は
老
齢
福
祉
年
金
の
支
払

い

月
で
す
．

支
払
日
は
原
則
と
し
て
十
一
日
に

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
か
、
今
年
八
月

十
一
日
は
、
日
剛
日
に
あ
た
る
た
め
、

今
回
の
支
払
日
は
八
月
十
二
日
に
な

り
ま
す
．

ま
た
、
毎
年
八
月
の
支
払
を
受
け

ら
れ
た
後
に
．
年
金
証
書
の
提
出
を

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の

提
出
が
さ
れ
な
い
と
．
支
払
額
の
記

入
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
年
金
を
受

け
取
っ
た
ら
迪
や
か
に
年
愈
証
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
・

■

提
出
先

住
民
福
祉
課
年
金
係

霏
叙
2
1
1
1
　
内
線
１
３
５

戸 籍の窓口
(６月受付分)

出生おめでとうございます

子 の 名　保護者　　町内会

宏 宜{ひろのり}高橋 信弘 山崎耕谷

紗 弓(さ ゆ み)阿部 梏信 官　 東

芙裕司(みゆうヒ)眞壌 裕之 宮町 北

幸 乃(ゆ き の)三上　 二 宮町 北

隆 史(たかふみ)章　 藤夫 大町 北

史 目(ふみあき)松浦新一郎 大 木戸

千 紘{ち ひ ろ}後藤 春美 高　 城

結婚おめでとうございます

氏　　 名
早 川 俊 明

八 世 優 子

町内会

貝　 田

源宗山酉

おくやみ申し上げます

氏　　 名　　　年齢　　 町内会

佐久間　　 司　　83　　 鶫　 町

瀬 戸 ハルミ　　91　　 川　 内

後 藤 直次郎　　77　　 鳥　 収

佐 藤　Ｆ　ク　　84　　 第　 七

遠 鵬 サ　ン　　83　　 第　 二

小 鹿　ヒ　サ　　77　　 本　 町

商 野 幹 雄　　42　　 鳥　 取

大 波 末 吉　　67　　 第　 九

佐 藤 嬢 －　　70　　 宮 町 南

八 爵 福太郎　　75　　 高　 城

圖 田 重 夫　　75　　 貝　 田

人口 と世帯
７月１日堰在(前月比)６月中のうごき

汰

’
゛
、

口

‘男5.7･10 人 （匸 ３）

･女6  靆 57人 （－ １）

･11  , 人 （－ ４３

世帯数8 戸（＋１１

転 入　13人

転 出　13人

出　生　７人

死 亡　11人

７月　 文月（ ふみづき）

20 日（ 土）勤労青少年の日黝l罨

●゙ 　　　　 廁の記念 日

21 日（11 ）森と湖に観しむ句呷

23日（火）大 暑

胛 しj?り;）士用の丑 ・
皿

８月　 業月（はづき）

１日｛木｝道路を守 る月間

6 11 （火）広島原爆記念 日

8 日 一 木 ) 立 秋

９日（金）長崎原煉 記念 日

151!＿（木）終戦記念ｎ｡ ●
．．Ｘ， ．･_

心配ごと相談日
場 所 ： 役場 二 階 相 談 室 （稟●入口からお入り下叭 ）ヽ

時 聞 ： ９時 ～12 時

こまったことや。相鴣ご とがありましたら。

お気僅にご相談下さい。 秘密は絶対に守ります。

(相談員)

７月25日（木）松浦 岬夫・高橋 恵子

８月５日（月）斎藤 光夫・佐久間モト

８月15  日 (木）菅 野 質郎・斎藤　洋子

こよみ



髫

遐

厖

護

国見 町公民 館
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

推

進

今
乍
度
の
公
民
館
活
動
の
努
力
事

項
の
ひ
と
っ
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動

の
推
進
を
設
定
し
、
各
学
級
の
計
画

の
中
で
禎
極
的
に
取
り
上

げ
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

す
で
に
阿
津
賀
志
学
級
で
は
去
る

五
月
十
日
、
中
央
婦
人
学
級
で
は
六

月
十
二
日
に
、
佐
藤
家
住
宅
及
び
公

民
館
周
辺
の
清
掃
や
除
草
を
行
い
ま

し
た
が
、
成
人
学
級
で
も
八
月
十
九

日
に
多
数
の
学
級
生
か
参
加
し
。
曾

い
中
公
民
館
的
の
庭
の
除
草
を
行

い
、

快

い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

今
後
阿
津
賀
志
学
級
で
は
更
に
二

同
予
定
さ
れ
て

お
り
、
少
年
仲
川
づ

く
り
教
室
で
も
　
藤
田
駅
川
辺
の
消

掃
を
行
う
こ
と
に
な
・
て

い
ま
す
。

▲成人学級の奉仕作婁

少
年
仲
間
づ
く
り
教
室

閧
　
講

平

成
三
年

度
少

年
仲
間

づ
く
Ｉ

教

室
の

開
講
式

が
、

六
月

三
卜
Ｈ

、
児

童
八

十
五
名

の
ほ

か
父
兄

等

瓦
Ｉ

数

名
か

出
席
し

て
行

わ
れ

ま
し

た
．

こ

の
教
室

は
、

小
学

円
・

．趾
・
六

年
の
児

童

を
対
象

と
し

、
学
皎

や
乍

年
の

異
な

る
集
団

の
中
で

、
仲

間
づ

く
り

に
必
要

な
基

本
的
能

力
を

身
に

つ
け

、
心
身

と
も

に
髄

全
な

少
年
を

育
成

す
る

こ
と
を
Ｈ

的

に
尖
施

す
る

も
の

で
す
．

闘

講
式
で

は
、

公
民
館

長

の
あ

い

き
つ

、
来

賓
の
教

膏
長

、
藤

田
・
森

汪
野

・
大
枝

小

学
校
長

か
ら
励

ま
し

の
こ

と
ば

か
あ
り

、
続

い
て
担

当
者

か
年
間

活
動

計
肉

を
説
明

し
ま

し
た
．．

式

の
あ

と
、
サ

ー

ク
ル

ぽ
け

っ
と

の

お
兄
さ

ん
．

お
姉
さ

ん
の
指

導
で

レ

ク
リ

ェ
ー
シ

ョ
ン
を

行

い
ま
し
た
．

闘

講
式
で

の
緊
張

も

ど
こ

へ
や
ら

初
対

而
で

多
く

の
仲

間
が
で

き
た
よ

う
で
す

。

企
業
見
学
と
自
然
探
勝

宍

戸
　
マ
　
ッ

中
火
婦
人
学
級
の
学
習
と
し
て
、

企
楽
見
学
と
自
然
探
勝
を
五
月
二
十

九
川
、
学
級
生
二
十
二
名
か
参
加
し

て
行
わ
れ
ま
し

た
。

当
Ｈ
は
肌
寒

い
卜
で
し
た
が
。
公

民
郎
長
と
係
の
八
巻
さ
ん
の
案
内
で

公
民
館
を
徒
歩
で
出
発
し
ま
し
た
。

賊
叨
に
国
見
電
子
を
訪
ね
ま
し
た
。

総
務
郎
長
さ
ん
か
ら
会
社
の
概
要
や

（

イ
テ
ク
製
品
を
干
に
取
り
な
が
ら

同
社
の
製
品
は
非
常
に
精
密
な
乙
の

で
、
テ
レ
ビ
、

パ
ソ
コ
ン
。
カ
メ
ラ

等
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
た
め
、
皆

さ
ん
は
血
接
ｎ

に
ふ
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
人
小
さ
ま
ざ
ま
の
多

楝
類
の
製
品
を
注
文
に
応
じ
て
製
造

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。

ま
た
、
社
員
の
4
5％
が
国
見
町
民

で
、
3
8％

が
桑
折
町
の
人
。
残
り
か

そ
の
他
の
町
の
人
だ
そ
う
で
。
国
見

町
の
人
か
案
外
少
く
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
会
阯
に
は
、
国
見
町
か
資
本

金
の
２
％
を
出
資
し
て

い
る
そ
う
で

私
達
に
も
か
か
わ
り
の
あ
る
会
吐
で

あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

こ
の
後
『

広
木
杜
長
か
ら
挨
拶
か

あ
り
、
い
よ
い
よ
工
鳩
見
学
で
す
。

私
達
は
二
班
に
分
か
れ
、
係
の
人

に
案
内
し
て
い
た
だ
き
（

イ
テ
ク
産

業
の
最
先
端
を
行
く
企
業
の
様
子
を

知
り
ま
し

た
。

次
の
工
場
へ
行
く
途
中
、
観
月
台

公
園
の
沼
で
泳
ぐ
か
る
か
も
の
親
子

を
見
つ
け
。
し
ば
ら
く
み
と
れ
て
お

り
ま
し
た
。

や
が
て
大
廿
機
器
工
業
所
国
見
工

場
に
着
き
、
外
観
の
大
き
さ
と
、
中

に
入
っ
て
か
ら
の
広
さ
に
日
を
み
は

り
ま
し
た
。

工
場
長
き
ん
か
ら
、
こ
の
工
場
は

今
年
四
月
に
創
業
し
た
ば
か
り
で
設

備
も
ま
だ
夲
卜
分
で
す
か
、
送
風
機

や
空
調
機
を
製
造
し
て
お
り
、
杜
員

の
大
部
分
は
地
元
採
用
の
人
で
あ
る

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
広
い
工
場
を
案
内
し
て

い
た

だ
き
、
大
き
な
鉄
板
を
コ

ン
ピ
ュ
ー

夕
付
き
の
自
動
プ
レ
ス
で
色
々
な
形

に
加
工
さ
れ
、
そ
れ
か
だ
ん
だ
ん
と

組
み
立
て
ら
れ
、
塗
装
ま
で
自
動
的

に
行
わ
れ
て
お
り
、
た
だ
感
心
す
る

ば
か
り
で
し
た
。
そ
し
て
人
き
な
機

械
を
男
性
と
と
も
に
操
作
し
て
い
る

若
い
女
性
を
見
て
頼
も
し
く
思
い
ま

し
た
。

二
つ
の
企
業
の
見
学
を
柊
え
て
昼

近
く
に
な
り
、
そ
れ
か
ら
近
く
の
石

は
田
の
丘
に
登
り
、
桃
畑
と
松
林
に

囲
ま
れ
た
弁
慶
の
硯
石
に
着
き
、
館

長
さ
ん
か
ら
説
明
を
聞
い
た
の
ら
皆

ん
な
と
楽
し
く
お
話
し
を
し
な
が
ら

食

べ
た
お
弁
当
の
味
は
格
別
で
し
た
。

昼
食
後
、
源
宗
山
を
通
り
公
民
館

に
戻
り
ま
し
た
。

と
て
も
有
意
義
な
一
日
で
し
た
。

▲(株)大岩機器工業所で説明を間く参加者の皆さん

町
長
杯
争
奪

野
球
大
会

六
月
九
日
、
朝
か
ら
盛
夏
の
よ
う

な
暑
い
日
差
し
の
ｆ
、
第
八
回
町
長

杯
争
奪
野
球
大
会
が
町
民
運
助
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会

に
は
六
チ
ー
ム
か
参
加
し
、

町
長
の
姑
球
式
に
よ
り
熱
戦
か
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

試
合
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優

勝
　

ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
チ
ー
ム

準
優
勝
　
キ
ャ
ロ
ル
チ

ー
ム

第
三
位
　

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
チ
ー
ム

ガ
　
　
ビ
ク
ト
リ
ー
チ
ー
ム



ヨ
ー
ガ
体
験
の
感
想

山
崎

八
巻
美
枝
子

初
め
て
ヨ
ー
ガ
教
室
に
め
ぐ
り
あ

え
て
よ
か
っ
た
。
私
は
肩
こ
り
か
ひ

ど
く
、
不
眠
症
で
も
あ
り
ま
す
。
娘

も
屑
こ
り
の
た
め
ヨ
ー
ガ
を
や
っ
て

か
ら
肩
こ
り
も
よ
く
な
り
、
娘
に
す

す
め
ら
れ
て
ヨ
ー
ガ
教
室
に
入
り
ま

し
た
。

ヨ
ー
ガ
な
ど
簡
単
だ
と
思
っ
て
い

ま
し
た
か
、
尖
際
や
っ
て
み
る
と
何

ひ
と
つ
思
う
よ
う
に
で
き
ま
せ
ん
。

で
も
完
全
な
ポ
ー
ズ
を
と
る
必
要
は

な
く
、
自
分
の
体
調
に
合
わ
せ
て
決

し
て
無
理
を
し
な
い
と
い
う
や
り
方

が
気
分
的
に
楽
で
す
。
ヨ
ー
ガ
を
始

め

た
お
か
げ
で
体
が
鰹
く
な
り
、

夜
も
熟
睡
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
毎

日
、
手
や
足
、
首
な
ど
の
練
習
を
し

て
い
ま
す
。
一
番
つ
ら
い
上
体
を
後

に
倒
す
こ
と
も
少
し
ず
つ
、
フ
ト
ン

の
上
で
ひ
ま
を
見
つ
け
て
や
っ
て
い

ま
す
。
で
き
る
限
り
続
け
て
や
・
て

ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
利

用

く
だ

さ

い

夏
休
み
公
民
館
開
放

夏
休
み
期
間
、
勉
強
の
た
め
公
民

館
を
利
用
す
る
児
童
、
生
徒
に
会
離

室
の
一
室
を
開
放
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

１
開
放
期
間
　
７
月
2
1日
か
ら
８
月

2
5日
ま
で

２
開
放
時
間
　
ａ

９
時
～
囹
４
時

３
闘
放
室
名
　
第
二
会
離
室

４
開
放
人
数
　
1
5名
以
内

５
利
用
方
法
　
毎
日
先
着
順
受
付

▲いい汗渣して……

少年ソフトボール大会

・主　 催　国見町公民館

・と　　き　7 月 日
・と こ ろ　町民運動糾

・参加資格○同ヒ･|ヽ学校の４ヽ ６年生で編成した
チーム

○選手は．ｌチーム15名以内．ただし、
試＆中は女子３名以上川場すること．

・申し込み　7 Jj251･| （木）まで公民鮪へ．

行ｻ　事　 予　 定　 表
月 �日 �曜 � 行　　　　　　　　　　　　　　　　 事

７ �16�

火 �
・森江野幼稚園家庭教室講座

・子ども移助図書館（小坂小）

�17�水 �・成人、中央婦人学級（合同社会見学）

�18�木 �・子ども移動図書館（藤田小）

�19�金 �・阿津賀志学級（健康管理）

�21�日 �・ゴルフ教室

�22�月 �・阿津賀志学級グループ活動（社交ダンス）

�24�水 �

・ジュニア仲闘づくり教室開講式

・少年仲問づくり教室（水中遊び）

・阿津賀志学級 グループ活動（ ちぎり絵）

�28�日 �
・少年ソフトポール大会

・ゴルフ軟室

�31�水 �
・成人、中央婦人学級合同学習（郷土史）

・ジュニア仲間づくり教室（野外研修　ｌ泊２日）

８ �

２ �金 �・阿津賀志学級(昭和天皇と尾瀬、午後 森江野公民会館)

�５�月 �・少年仲間づくり教室（野外研修　２泊３日）

�９�金 �・ジュニア仲間づくり教室（閉講）

歯　　 考 ���
・％ 県民スポーツ県北大会会場（家庭バレーボール）

・％ 花火大会のため夜間 公民館・体育館閉館

お 知 ら せ

○８月2 11 （金）、伝統の夏の風物詩「花

火大会」か観刀台公園で行われますので、

事故防止のため。当日グ）午後３時から公

民館・体育館の利川はできません。

ご 利 用 くだ さ い

○西国見の溜池を埋立て、運動広場を造成

しておりましたか、このほど完成し、バ

I･クネ ／卜・便所・水道なども整備され

ました。

この運動場は、而積5.347 ㎡なので、子

どもや 女子のソフトボール。商齢者のゲ

ートボールなどのスポーツに適していま

す。

また、各種屋外 スポーツのサブ練習場と

しても利用できます。どうぞご利用くだ

きい。

申し込みは、公民館へ。



ハ
ロ
ー
／

気
軽
に
声
を
か
け
て

ま
す
ま
す
進
む
国
際
化
の
な
か
で
、

中
学
校
で
英
語
を
教
え
た
り
、
地
城

の
皆
さ
ん
と
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
文
流

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
『
語
乍

指
導
等
を
行
う
外
国
青
年
招
致
事
業
』

が
昭
和
六
十
二
年
度
か
ら
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
か
、
当
町
で
も
罕
成
元
年

度
か
ら
保
川
町
と
の
共
同
招
致
に
よ

り
、
県
北
中
へ
英
謡
指
導
助
手
の
受

け
入
社

を
行

い
．
英
語
力
の
向
上
、

国
際
化
に
対
す
る
意
識
の
商
拷
に
効

果
を
ｈ
げ
て
い
ま
す
．．

こ
の
事
業
を
．
よ
り
一
肝
充
火
さ

せ
る
た
め
、
町
か
受
人
団
体
と
な
り
、

こ
の

八
月

か
ら
国

見
町
内

に
在

住
し

な

が
ら
県
北

中
で

英
語

指
導
を
行

う

た

め
に
、
イ

ギ
リ

ス

ダ
ー
ビ

ー
市

か

ら
ブ

レ
イ

ス
ウ

ヱ
イ
ト

ー
ア
ン
ト

ニ

ー
先
生

（
９９
一
歳
）

が
来
町

し
ま
す

。

皆

さ
ん
も

、
町
内

や
買

い
物
な

ど

で

見
か

け

た
時
は

”
身
近

か
な
閥

際

交
流

”
の
皀

場
か

ら
、
気
軽

に
戸

を

掛

け
て

く
だ

き

い
。

アントニー先生

火
の
守
り
に
誓
い
新
た

県

消
防

協

伊
違

支
部
幹
部
人
会

第
四

十
二

回
福
鳥

県
消
防
協

会
伊

達

支
祁
幹

部
大

会
は

六
月
十

川
日

、

国

見
町

町
民

体
育
鯨

で
閧

か
れ
、

伊

達

七
町

の
削

部
．妊

以
Ｌ

の
消

防
団
幹

部
を
は

じ

め
、
各
町

町
長

、
町
議
会

議
長
な

ど
家

賓
を
含

め
約
一
．
．μ

１

十

人

が
川

席
し

ま
し

た
．

支
部
艮

の
佐

藤

寛
次
霊

山
町
消

防

団
長
の
式
辞
。
冨
永
武
夫
町
長
の
歓

迎
の
あ
い
さ
つ
な
ど
の
あ
と
、
各
種

表
彰
の
伝
達
、
支
郎
長
表
彰
か
行
わ

れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
阿
部
佃
夫
国
見
町
消
防

団
妊
が
川
催
地
団
長
あ
い
さ
つ
を
行

い
、
大
会
を
終
え
ま
し
た
、

財
政
の
現
状
を
勉
強

財
務
行
政
懇
話
会

人
蔵
省
東
北
財
疣
局
柵
島
財
務
事

務
所
山
催
の

『
財
筋
行
政
懇
話
公
』

は
六
月
ニ
ト
円
川
。
町
福
祉
セ
ン
タ

ー
講
堂
で
開
か
れ
、
杓
人
１
人
の
町

民
の
杵
さ
ん
が
、
国
の
ｆ
算
や
財
政

金
融
な
ど
に
っ
い
て
川
解
を
深
め
ま

し
た
。

こ
の
懇
話
会
は
、
財
務
一
汀
政
に
対

す
る
町
民
杵
き
λ
の
愚
見
を
聴
き
、

こ
れ
か
ら
の
行
政
に
反
映
さ
せ
る
こ

と
を
狙
い
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、

講
演
に
先
立
ち
、
財
務
局
・
財
務
事

務
所
の
仕
叭
の
内
律
に
っ
い
て
の
説
明

か
行
わ
れ
、
緩
い
て
工
藤
正
剛
福
島

事
務
所
長
が
『
財
政
の
現
状
と
課
閣
』

と
噛
し
て
講
演
を
し
ま
し
た
。

出
席
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
財
政
の

硯
状
や
税
制
改
革
の
必
要
性
に
、
一

層
知
識
を
深
め
よ
う
と
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

暴
力
団
排
除
に

推
進
連
絡
会
を
結
成

国
見
、
桑
折
両
町
の
飲
食
店
、
旅

館
な
ど
五
卜
八
の
事
業
所
が
、
『
桑

折
地
区
暴
力
団
排
除
推
進
辿
絡
会
』

を
結
成
し
じ
月
二
日
、
桑
折
警
察
署

で
総
会
を
開
催
、
発
足
し
ま
し
た
。

総
会
に
は
約
四
十
人
が
出
席
、
会

長
に
桑
折
町
の
神
林
健
さ
ん
を
選
出

し
ま
し
た
。
議
事
で
は
、
今
ま
で
の

活
助
を
よ
り
強
化
し
、
看
板
の
設
置
、

ス
テ

″
力
！
の
掲
示
を
行
う
な
ど
、

明
る
い
町
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
を

誓
い
ま
し
た
。

ま
た
、
『
暴
力
団
を
恐
れ
な
い
‘

「
暴
力
団
に
金
を
出
さ
な
い
」
「
暴

力
団
を
利
用
し
な
い
」
こ
と
を
誓
・

た
暴
力
団
追
放
決
議
を
採
択
し
ま
し

た
。

ちびっこ　あつまれ.／

第４回　納涼歩行者天国
～楽しいイベント盛り だくさん～

日　畤　８月3  日 (  け　 午後２時から

場　所　藤 田中心街

内　容　馬と避ぼう・ もち-Ｊき大会 一国見町ギネ

ス大会・宝くじゲーム・子ども盆踊り・

盆踊lj ・模擬店多敷

主　 催　国見町商［̂ 会青年郎

▲県消防協伊達支部幹部大会

▲財務行政懇話会

Ａ輿力団排除を誓った設立総会

編

集

口

記

・凵
』８

月
１
日

か
ら

一
週
間

は
水

の
週

川
　

う

ぃ
と
う
し

い
梅
川
・‐
‐・

と
思

ｙ。
て

は
ふ
て

も
、
水

は
私

た
ち

の
生

活

に
欠

か
せ

な

い

口`
叺
な
む

の
　

沖

縄

県
で

は
、
水

本
足

の
た

め
給
水
制

限
が
行

わ
れ
て

い
ま

す
。
人

切
に
し

た

い
し

の
で
す

、
限

り
あ
る
水

資
源

。

発
行
‐
　
為

国
兇
町
企
画
商
工
課

楓
島
叫
伊
４
都
国
阯
町
人
幸
嘩
川
字

．ｒ

Ⅲ
．
．２
の
Ｉ

号
九
六
九
Ｉ

．
ヒ
　

ａ

八
一二

四
瓦
こ
ぺ
ハ

ー

．
．
、
．

’代
表
ｙ
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